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変化が誘起されることを見出した。等方性屈折率変化の直径は、最小 1.3μm であった。また、1.2×10－3 の屈折率
変化量が得られた。ボロシリカガラスの場合、屈折率変化が誘起可能な入射エネルギー範囲は、シリカガラスのもの
より 30 倍広いことがわかった。また、1.2×10－2 の屈折率変化量が得られた。以上より、高繰返し周波数領域のフ
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ァイバーレーザーを用いたマイクロ溶接法にはボロシリカガラスが適していることが明らかになった。 
 第５章では、フェムト秒ファイバーレーザーによる熱蓄積効果を利用した透明材料間のマイクロ接合について述べ
た。ノンアルカリガラス間の接合を行い、最大 9.87 MPa の接合強度を得た。また、ノンアルカリガラスとシリコン
間の接合を行い、最大 3.74 MPa の接合強度を得た。 
















変化が誘起されることを見出し、等方性屈折率変化の直径は、最小 1.3μm、屈折率変化量は 1.2×10－3 であること
を明らかにしている。ボロシリカガラスの場合は、屈折率変化が誘起可能な入射エネルギー範囲は、シリカガラスの




まとめている。ノンアルカリガラス間の接合を行い、最大 9.87 MPa の接合強度を得て、ノンアルカリガラスとシリ
コン間の接合を行い、最大 3.74 MPa の接合強度を得ている。 
 以上のように、本論文は超短光パルスを用いたレーザーマイクロ接合法についてまとめたものであり、その成果は
応用物理学、特にフォトニック情報工学の今後の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。 
